
活動団体名：(一社)ゼロエミやまなし
活動地域 ：山梨県北杜市

活動におけるテーマ・キャッチコピー
Society5.0の技術で再エネと共存した市
民・移住者・観光客にとって持続可能な街

令和2年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿

・2050年には持続可能でwell-beingなCO2ゼロやまなしが実現している。

・2030年にはSDGsの目標が達成されて持続可能のめどがついている。

・2020年代には卒FITした太陽光発電や小水力発電等を電力源とした地域新
電力会社ができ、超小型モビリティやグリーンスローモビリティがその電力
で稼動し、地域の足として利用され、脱炭素な移動社会を実現している。

・地域でつくられる再エネとの共存が進み、地域で生活するためのエネル
ギーが、地域内で確保され、IT技術の革新により、それが人々に平等に
シェアされるようになる。

・ Society5.0技術により人々は地域の恵みを地域の人全員が平等に享受でき
るようになり、必要なところへシェアもできるようになる。

・計画的な地域資源の利活用が進み、美しい景観や、豊かな自然や、生物の
多様性や、街並みや、歴史も、継承される。

・そして人々は、いきいきとして、楽しく笑顔である。ｗell-being北杜が
実現する。





◎活動地域の概要
山梨県北西部に位置し高原
リゾート・移住先で人気
◎活動地域の特性（強み・
弱み）日本一の日照時間
3つの国立・国定公園がある
◎活動地域にある地域資源
（事業で活用しないものも
含めて）卒FIT等の再エネ・
自然資源・観光資源・農
業・人材資源（移住者）

◎現状から考える地域の課
題 ガソリンスタンドの減
少、太陽光パネルと景観の
価値との調和
◎今後取り組むべき課題
卒FIT電源の地域との関り方
◎地域循環共生圏構築を通
じて、具体的に解決しよう
と考える課題 地域の足を太
陽光とブロックチェーン技
術で解決(Society5.0)

地域の現状と課題

地域の現状 課 題





今後の取組予定

 地域のありたい未来を語り、そこに至る
道筋を探す地域版マンダラを描くまでの
具体的な取組を記載してください。

ゼロエミ曼荼羅図を地域の
人々に見てもらい進化させる。

地域のコンセプトを描く！

 仲間探し、地域プラットフォームづくり
など、ステークホルダーの巻き込みに関
する具体的な取組を記載してください。

移住者などを含めて
人材の発掘

話を聞きに行く！

 環境ローカルビジネスのタネさがしの取
組予定を記載してください。

ゼロエミやまなしの当初に作
成したゼロエミ曼荼羅図を地
域の人々に配り意見を聞く。

事業のストーリーを語る！

 地域の目標や成果指標を考える具体的な
取組を記載してください。

卒FIT電源による充電ステー
ションの整備、

軽トラ電気自動車の台数と、
スローモビリティの台数。

地域の目標を立てる！





こんなことを助けて欲しい！

 困りごとやこんな情報が欲しい等の要望など、環境省や他の活動団体に力を
貸して欲しいことがあれば記載してください。

軽トラ電気自動車化の技術についての
支援協力

ローコスト化の技術と
カセット電池化の技術

モーター等の車の改造技術

おしえてくださ～～い！！


